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全国 12 地区の 12490 人（男 4911 人、女 7579 人）が参加するコホート研究を行った。
ベースラインデータは、老人保健法に基づく集団健康診査を利用して、1992年 3月から 1995
年 7 月に、身体検査、採血検査、自己記載式質問票を用いて収集した。食習慣について、
柑橘類を含む 30品目の普段の摂食頻度を、5 段階（ほとんど食べない、月 1 - 2回、週 1 - 2
回、週 3 - 4回、ほとんど毎日）で質問した。追跡調査は、毎年の集団健康診査、郵送、電
話、家庭訪問及び死亡小票の閲覧により行った。心血管疾患は、脳卒中、心筋梗塞もしく
は突然死と定義した。脳卒中の診断は、突然発症した痙攣を伴わない神経学的欠損症状が
24 時間以上遷延する場合とし、CT もしくは MRI 画像検査を必須とした。米国国立神経疾
患・脳卒中研究所の分類に従い、脳卒中を更に脳梗塞、脳出血、分類不能に分類した。心
筋梗塞の診断はWHO MONICA Projectに従って診断した。心血管疾患や癌の既往がある例、





平均追跡期間は 10.7 年で、心血管疾患 488 例、うち脳卒中 383 例（脳梗塞 249 例、脳













































る心血管疾患発症のハザード比（及び 95 ％信頼区間）は、男性で 0.57（0.33 - 1.01）、女性
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